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JENESYS2015（招へい）  

 (対象国：ＡＳＥＡＮ９か国及び東ティモール 

テーマ：ASEAN 経済共同体ユースネットワーク交流）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、ASEAN9 か国及び東ティモールより、

ASEAN 経済共同体に関心を有する大学生 82 名が来日し、日本の政治、社会、歴史及び

外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指し、本年 10 月 12 日

から 10月 20 日までの 8泊 9日の日程でプログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

インドネシア 10 名、カンボジア 10名、シンガポール 7名、タイ 10 名、フィリピン 10名、

ブルネイ 5名、ベトナム 10 名、マレーシア 10 名、ラオス 5名 （※50音順）＋東ティモ

ール 5名（計 82 名） 

 

３．訪問地 

東京都、愛知県、宮城県 

 

４．日程    

10 月 12 日（月）  

羽田国際空港/成田空港より入国 

【視察】成田山新勝寺、浅草、皇居、都庁 

来日オリエンテーション 

 

10 月 13 日（火）  

【日本理解講義】「日本アセアンセンターの活動紹介と日 ASEAN 関係」 

【視察】明治神宮、原宿 

 

10 月 14 日（水）～10月 19 日（月） 

4 グループに分かれ、各地方を訪問 

1. グループ A/B：愛知県 

【表敬】愛知県庁 

【地場産業】八丁味噌工場 

【企業視察】ブラザーコミュニケーションスペース、トヨタ博物館 

【学校交流】星城大学、愛知工業大学 

【歴史・伝統文化】豊川稲荷、岡崎城 

【ホームステイ】 

【ワークショップ】報告会準備 
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2．グループ C/D：宮城県 

【講義聴講】日本貿易振興機構（JETRO） 

【表敬】宮城県庁 

【地域交流】いも煮会 

【学校交流】仙台市立東高等学校、宮城教育大学 

【地場産業】りんご園視察 

【ホームステイ】 

【ワークショップ】報告会準備 

 

10 月 19 日（月）  

東京へ移動 

成果報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

 

10 月 20 日（火）  

羽田国際空港/成田空港より出国 

 

５．JENESYS2015 ASEAN 混成（AEC）プログラム記録写真 

  
10/14【地域概要紹介】愛知県庁(名古屋市、

A・Bグループ合同) 

10/15【学校交流】星城大学(東海市、Aグル

ープ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④地域の人々との 

交流の写真 

10/15【学校交流】愛知工業大学(名古屋市、

Bグループ) 

10/15【先端技術】ブラザーコミュニケーシ

ョンスペース(名古屋市、Bグループ) 
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10/15【歴史的建造物視察】豊川稲荷(豊川

市・Aグループ) 

10/16【歴史的建造物視察】岡崎城(岡崎市、

A・Bグループ合同) 

  
10/15 宮城教育大学の学生による被災地案

内（仙台市・BC グループ） 

10/14 仙台東高校(仙台市・BC グループ) 

  
10/14 地域概要紹介：宮城県庁（仙台市・

BC グループ） 

10/18 ホームステイ歓送会（加美町・BC グ

ループ） 
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６．参加者の感想   

◆ インドネシア 学生  

 日本に来て多くのことに感動しましたが、一つは日本人の特徴です。特に時間に正確・整理整

頓が上手い・勤勉・規則/法を順守する・目上の人を大切にする・おもてなしの心といった点です。

二つ目は伝統的な食文化です。日本人が長寿で健康なのは、毎日食す物（お茶、魚、野菜など）

が影響していると思います。そして自分たちの祖先をとても大事にしています。三番目は、被災者

を思いやる復興への取り組みと決意です。その取り組みが迅速な回復へとつながり、震災から多

くの教訓を得ることができました。最後に、日本が行っている経済・環境・観光政策です。 これま

で欧米諸国が経済・教育・法の施行などの共通の柱で世界を率いてきました。その知識をもって、

日本はアジアの大国として台頭することができると思います。観光の面においては、市場をよく理

解し、特に宮城県では ゆるきゃら・ウエブサイトなどを利用して観光を促進しています。 

 

◆ カンボジア 学生  

 日本のことをとてもよく理解し、多くを学びました。カンボジアでは友人や家族に私が日本で学

んだことをすべて伝えていきたいと思います。特に感動したのは時間に対する正確さです。また、

日本の清潔さに感銘を受けました。都市、地方に関わらずどこにいってもきれいです。そして夜中

でも安全で安心して過ごせることは素晴らしいと思います。日本が世界に誇れる長寿国である理

由は、健康的で自然な日本食です。日本の先端テクノロジーの素晴さは、多くの人が知っているこ

とであり、先進国と言われる理由がここにあります。インフラに関しては、十分に練られた設計に

基づいているので安全です。都市を清潔に保つこと、そして健康的な日本人の食生活などを友人

たちと共有していきたいと思います。 

 

◆ フィリピン 学生  

 日本に対する感動は次から次へと湧き出てきます。先端技術・風光明媚な観光地・すばらしい

新幹線・清潔な道路・規律を守る日本人など色々ありますが、その中でも最も素晴らしいといえる

のは、日本人の日常における礼儀です。それは独特で、世界一すばらしいと評価されています。

公の場での振る舞い、日本人同士でも、外国人にたいしても思いやりをもって接しています。日本

において一番の観光スポットを選ぶとしたら、山でもなくどこかの都市でもなく、（言葉では表現が

難しいのですが比べようがないので）日本人を選ぶでしょう。フィリピンの人たちにホームステイの

事を話したいと思っています。なぜなら、私のホームステイそのものが私の日本での経験を物語っ

ているからです。 

 

◆ 東ティモール 学生 

今回のプログラムから多くを学びました。第一に日本のハイテク技術が母国とかけ離れていると

思いました。日本では大半の事が自動制御です。第二に、日本の自然保全と街の清潔感です。

都心でも大気汚染や埃がなく、車の騒音も聞こえません。第三に日本の豊かな文化です。第四は

日本人の丁重で謙虚な姿勢ともてなしの心です。日本人はいつも笑顔を絶やさず、すべてに感謝

しています。第五に、日本人が今あるものをいかに大切にしているかということが印象的でした。 
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７．参加者の帰国後の発信内容（報告会での発表） 

 
 

アクションプラン アクションプラン 

 

 
 

アクションプラン アクションプラン 

 

EXHIBITIONS

Laos Indonesia

Timor 
Leste

Myanmar SingaporeBrunei

ThailandVietnam

Cambodia

Philippines

Malaysia

- Exhibition in every country
- Embassies to represent other countries
- Cultural performances

Cambodia

Philippines

Malaysia Japan


